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１．研究目的 

 

ウォーターフロントの魅力の一つである船舶の航

行や広大な海といったウォーターフロントならでは

の景観(以下、｢海景｣)は、それを眺める人との間に

建築物が介在することで多様さを増し、空間的魅力

が高められると考える。 

そこで本研究では、近代化を契機として西洋の土

木・建築技術が移入したことで、新たな建築物･土木

構造物等の形態がみられた明治期１)に着目し、｢人｣

｢建築物｣｢海景｣の３要素で構成される｢海景観賞の

型｣を捉える。さらに、土木技術の発展や建築形態の

変化が｢海景観賞の型｣にどのような影響をもたらせ

るかを捉えるために、わが国固有の建築物の形態を

有していた江戸期から、建築物の形態に変化がみら

れる明治期までの｢海景観賞の型｣が有する形態の変

遷とその特徴を明らかにすることを目的とする。 

 

２．研究方法 

 

(１)明治期における｢海景観賞の型｣の抽出方法 

本研究において明治期の｢海景観賞の型｣を抽出す

るにあたっては、｢明治東京名所図会２）｣(１)を分析資

料とする。この資料から３要素を特定する方法とし

ては、３要素が同時に描かれている絵図(事例)を抽

出し、次いで分析資料に記載された各名所(事例)の

解説文や絵図の題名(主題)から、３要素の関わりが

読み取れた事象を取り上げる。 

 以上の方法に基づいて得られた３要素の関わりが

密接な対象絵図は、分析資料に掲載された全絵図

(909 事例)のうちの 22 事例(30 景)であった。これら

から｢人｣｢建築物｣｢海景｣の３要素それぞれの位置を、

図－１に示す海岸線を原点とする各軸上に布置(２)

し、３要素の交点である空間座標の集合具合と｢人｣

｢建築物｣｢海景｣の空間状況を照らし合わせて類型化

を行い、｢海景観賞の型｣を抽出した(３)。 

(２) 海景観賞の形態の変遷の分析方法 

海景観賞の形態の変遷を捉えるにあたっては、江

戸期と明治期の｢海景観賞の型｣を比較考察する。そ

のため、江戸期の｢海景観賞の型｣については先行研

究３)において抽出された成果を、明治期は上述した

方法で得られた成果をそれぞれ用いるものとする。

江戸期と明治期の比較方法としては、全絵図 36 事例

(江戸期：先行研究で得られている 21 事例、明治期：

15 事例(４))を分析対象として、各絵図に描写された

要素(構成要素)を抽出・整理する。次いで海岸線を

基準とした｢人｣｢建築物｣｢海景｣の位置関係を定量的

に捉えるため、３要素の海岸線からの距離を求める。

その距離を捉えるにあたっては、｢人｣｢建築物｣｢海

景｣の当該要素が当時存在した位置を江戸時代末期

の市街の実測図である｢復元・江戸情報地図｣４)およ

び明治前期の実測図である｢明治前期手書彩色関東

実測図｣５)から求めることとする。 

以上より得られた、江戸期と明治期の全絵図 36

事例の構成要素と３要素の海岸線からの距離を分析

対象とし、江戸期と明治期における海景観賞の形態

を比較することで、その特徴について考察する。 

 

３．結果および考察 
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｢明治東京名所図会｣より捉えられた全対象絵図

22 事例(30 景)の空間状況に基づき、各絵図の空間座

標を示したものが図－２である。この図に示す空間

座標の集合具合と３要素の空間状況により、｢開放

型｣｢引き締め型｣｢視線誘導型｣｢同時型｣｢活動誘発

型｣｢水面一体型｣という先行研究と同様の６つの｢海

景観賞の型｣が得られた(表－１)。そこで以降では、

代表的な絵図を用いて各型の特徴を述べるとともに、

江戸期と明治期それぞれを対象として得られた絵図

全 36 事例の構成要素と３要素の特徴を示した表－

２を用い、江戸期から明治期における海景観賞の形

態の変遷について考察を行う。なお、｢視線誘導型｣

は江戸期と明治期で同一の絵図が捉えられ、変化が

みられなかったため、本稿では考察の対象外とする。 

①開放型 

明治期の｢開放型｣は、他の型と比して海岸線(原

点)から離れた位置に視点場と建築物があり、海景の

主題は原点から離れた沖合寄りにある(図－２)。例

えば図－３に示す｢６．金亀楼｣でいえば、｢人｣は海

岸線から後退して立地する｢建築物｣の２階から｢海

景｣を眺める。ここでは、視点が高い位置にあり、｢建

築物｣の壁面が柱と梁のみで構成される。つまり海側

を全面開口とすることで、開放感を得るとともに遠

方の縁取られた｢海景(帆船)｣が享受できる。次いで

表－１､２をみると、この型は江戸期には海岸線より

約 200ｍ以上後退した高台に立地する建築物の１階

(グランドレベル)から海景を一望するのに対し、明

治期には海岸線から 200ｍ未満の内陸に立地する建

築物の２階を視点場として、｢広大な海｣や｢遠方の

山々｣など 500ｍ以遠の海景を視対象とする事例が

複数みられる。このことをふまえると、明治期の土

木技術の発達が海岸線近傍における建築物の立地を

促し、そこから遠方への眺望を享受するために、高

台から建築物の２階へと視点場が変化したと考える。 

②引き締め型 

この型は、建築物と視点場が相対的に海岸線(原

点)に近い位置にあり、原点と沖合(水平線)の中間の

海上が海景の主題である。たとえば図－４に示す｢14．

築地海岸渡船場より佃島を望むの圖｣では、海岸線沿

いを視点場とし、｢建築物｣が対岸の海岸線沿いに林

立することでその水面が囲繞水域となり、｢人｣は対

岸の佃島の建築群と囲繞水域のにぎわいを享受でき

る。この型において囲繞水域は明治期に加わった要

素だが(表－１)、海岸線より 200ｍ沖合に位置する

｢広大な海｣という茫漠としがちな｢海景｣を｢建築物｣

が引き締めるというその役割は江戸期と共通する。 

 一方、明治期の｢15.海岸通り(現在地:横浜市中区

海岸通り)｣(図－５)には、添景として描かれた要素

人
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として明治期に新たに｢柵｣｢電柱｣が出現する(表－

２)。ここでは、視線が汀線上に誘導されることで、

その先に立地する建築物がアイストップとなるとい

う観賞の特徴を有する。この視線誘導が得られた要

因としては、海域と陸域の間に｢柵｣や｢電柱｣が設置

されたことで水陸の境界線が際立ったためと考える。

また、｢電柱｣は明治期に内陸の市街地で普及したこ

とが知られているが、これより当時の水辺にも電気

が普及している様子が伺える。このことは｢波止場の

夜景｣(図－６)にみられるように、夜間における海景

観賞(５)を新たに成立させたといえよう。 

③活動誘発型 

この型は、視点場と建築物と海景の主題が相対的

に海岸線(原点)寄りに位置している。図－８に示す

｢18．洲崎辨財天社(Ⅰ)｣では、｢春先の砂浜で人々が

潮干狩りをする。｣、｢冬の干潮時の水辺に千鳥が活

動する。｣といった潮の干満に伴い｢海景｣が変化する

ことで人の興味を引き付け、｢建築物｣は海側に大き

な開口部や縁側を有することで、そうした｢海景｣に

を意識を向けさせ、｢より近づいて見る｣といった人

間活動を誘発している。しかし、明治期で唯一捉え

られた｢洲崎辨財天社(現在地：江東区木場９丁目)｣

の地先が、明治後期(Ｍ42 年頃)に埋め立てられたた

め(６)、この事例は明治期間内で失われることになる。 

④同時型 

視点場・建築物が海岸線(原点)に近い位置にある

が、海景の主題は原点から最も離れた水平線と、原

表－１ 江戸期と明治期の｢海景観賞の型｣の概要 

【注】表中の英字は型の特徴ごとに分類したものである。英字は表－２、図－11 に対応する。 

型の概要 型名
江戸名所図会 明治東京名所図会 

a
高台に立地する建築物が大きな開口部をもち視野を開放的にすることで、眼前の自然景観や
広大な海が一体となって一望できる。 

開放型

b
 海岸線より後退して立地する建築物内の高い

位置を視点場とし、海側を全面開口とすること
で、開放感を享受できる。 

c
海道を視点場として、海岸線沿いに連立する建築物の間隙(スリット)により引き締められた海景
が、シークエンスとして眺められる。 

d
出島上の建築物がアイストップとなるため、広
大かつ茫洋として視線が定まりにくい海景が引
き締まって見える。 

視線が汀線上に誘導されその先に建築物が立
地することで、建築物がアイストップとなり、｢海
景｣を引き締めている。 

引き
締め型

e
 建築物が対岸の海岸線沿いに林立することで

囲繞水域が形成され、人は対岸の建築群と囲
繞水域のにぎわいを享受している。 

視線
誘導型

f
高台の視点場と視対象(海)の大きな高低差や海方向に下る坂道の沿道両側に立地する建築
物より、内陸のまちなかにいながら遠方に広がる海へと視線が誘導される。 

活動
誘発型

g
海岸線沿いに立地する建築物が、屋内外の行き来を容易にする形態をとることで、潮の干満で
変化する海景が屋内外の多様な視点場で楽しめる。 

h
陸・海上それぞれのにぎわいを高い視点場から同時に一望できることで、陸と海という異なる空
間の一体感が楽しめる。 

同時型
i

 陸・海上それぞれのにぎわいを低い視点場か
ら同時に一望できることで、陸と海という異なる
空間の一体感が楽しめる。 

j
雁木や連立する建築物の額縁効果によって際
立った水面の表情が楽しめる。 

 

k 接岸した建築物内の低い視点場(座敷)から水面の表情を見て一体感が楽しめる。 水面
一体型

l

 海岸線沿いに接岸して立地する建築物の２階
を視点場とし、床面によって地表面が不可視と
なり、柱と梁に縁取られた海景を眺めることで
遠方の水面との一体感を享受している。 

表－２ 江戸名所図会と明治東京名所図会に描かれた要素と３要素の特徴 
添景として描写された要素 人 

（視点場）
建築物 海景 海岸線からの

距離(ｍ) 動きがある要素 動きがない要素 
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清澄寺 【不明】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ○        ○ ○

神奈川臺 【横浜市神奈川区神奈川】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 20～
40

20～
40

― ○ ○       ○

金龍院 飛石 【横浜市神奈川区瀬戸】 ○ ○ ○ ○ ○ 80 80 ―    ○     ○ ○

御殿山看花 【品川区北品川３・４丁目】 ○ ○ ○ ○ ○ 230～
280

230～
280

― ○        ○

八景坂鎧掛松 【大田区大森北 1 丁目】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 800 800 ―         ○

芝公園丸山の圖 【東京都港区芝公園】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 940 940 36000         ○ ○

a 

海晏寺の秋色 【品川区南品川２-８-23】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 180 180 ―         ○ ○ ○

岩人樓ヶ上より富嶽を望む圖【藤沢市江の島２-２-７】  ○ ○ ○ ○ 120 120 500         ○

鵠沼の圖 【鵠沼海岸２丁目】  ○ ○ ○ ○ 480 480 1400       ○  ○

逗子長者園之長者ヶ崎海濱の圖 【不明】  ○ ○ ○ ○ ― ― ―       ○  ○

金澤千代本の圖(Ⅱ) 【横浜市金沢区瀬戸２-13】  ○ ○ ○ ― ― ―    ○   ○ ○ ○

恵比寿樓全景並に同樓旭の圖 【藤沢市江の島１-４-16】  ○ ○ ○ 50 50 ― ○        ○

同上金亀樓の圖 【藤沢市江の島１-9】  ○ ○ ○ ○ 140 140 ― ○        ○

開放型 

b 

明治村明治館の圖 【不明】  ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ―       ○  ○

寒橋 【不明】 ○ ○ ○ ○ ６ ０ ― ○    ○   ○ ○ ○ ○ ○

佃島 住吉明神社 【中央区佃１・２丁目】 ○ ○ ○ ○ ８～10 2.5～５ 200 ○       ○ ○ ○ ○ ○

町屋村 龍華寺 【横浜市神奈川区洲崎町】 ○ ○ ○ 8 2 ―  ○   ○  ○  ○ ○c 

寄木明神社 【品川区東品川１丁目】 ○ ○ ○ ○ 3.5～
8.5

1.5～６ 650  ○   ○   ○ ○ ○ ○

洲崎弁天 【品川区東品川１丁目】 ○ ○ ○ ○ ○ 2.5 15 ― ○    ○  ○  ○ ○ ○

瀬戸辨財天 【横浜市神奈川区瀬戸】 ○ ○ ○ 6 12 ―        ○ ○ ○d 

海岸通り 【横浜市中区海岸通り】 ○ ○ ○ ２ 0 200        ○ ● ○ ●

引き締め型 

e 築地海岸渡船場より佃島を望むの圖 【中央区佃一丁目 11 番３号】 ○ ○ ○ ０ 10 200     ○   ○ ○

視線誘導型 f 潮見坂 【港区三田４丁目】  ○ ○ ○ ○ ○ 400～
460

270～
460

― ○        ○

瀬戸橋 【横浜市神奈川区瀬戸】 ○ ○ ○ ０～８ ８ 1.6 ○   ○   ○ ○ ○ ○

瀬戸明神社(Ⅱ) 【横浜市神奈川区瀬戸】 ○ ○ ○ ０～５ ５ 20～
100

       ○ ○ ○

行徳鵆 【不明】 ○ ○ ○ ― ― ― ○    ○  ○  ○ ○
活動誘発型 g 

洲崎辨財天社 【江東区木場９丁目】 ○ ○ ○ ０～12 12 ３～12 ○       ○ ○ ○ ○

h 高輪海邊二十六夜待 【港区高輪２丁目】  ○ ○ ○ ○ ○ 20 20 ―    ○     

逗子日陰の茶屋の圖 【三浦郡葉山町堀内 15】 ○ ○ ● 10 10 ０    ○ ○ ● ○  ○同時型 
i 

品川天祖神社と諏訪神社 【品川区南大井 １-４】 ○ ○ ○ 10 10 ０     ○ ● ○  ○ ○

j 洲崎明神 【横浜市神奈川区青木町】 ○ ○ ○ ０ ０ ０        ○ ○ ○ ○

高輪大木戸 【港区高輪２丁目】 ○ ○ ○ ６ ６ ６ ○ ○      ○ 

瀬戸明神社(Ⅰ) 【横浜市神奈川区瀬戸】 ○ ○ ○ ０ ０ 15        ○ ○ ○

羽田辨財天社 【大田区羽田６丁目】 ○ ○ ○ ○ ０ ０ ０    ○   ○  ○ ○ ○

品川驛 【品川区北品川１・２丁目】 ○ ○ ○ ０ ０ ０ ○ ○       ○

k 

金澤千代本の圖(Ⅰ) 【横浜市金沢区瀬戸２-13】 ○ ○ ○ ○ ０ ０ ０    ○   ○ ○ ○

芝浦景 【本芝一丁目２番地】  ○ ○ ○ ○ ○ ０ ０ 36000   ●  ○   ○ ○ ○

水面一体型 

l 
本牧神社 【横浜市中区本牧和田 19-１】  ○ ○ ○ ○ ○ ０ ０ ― ○       ○ ○ ○

【凡例】      ：江戸名所図会に記載         ：江戸名所図会と明治東京名所図会に記載        ：明治東京名所図会に記載 ○：絵図中に描写 ●：明治東京名所図会のみに描写 
【注】表中の英字は表―１、図－11 の英字に対応する。 



点に最も近い海岸線上との両者がある。｢22.逗子日

陰の茶屋の圖｣(図－９)では、旅館が水際線から 10

ｍ後退して立地しているので、その引きの空間(海

道)に行き交う人々のにぎわいが創出され、それと海

水浴場のにぎわいが｢建築物｣の低い視点場(１階)か

ら同時一体的に楽しめるものになっている。表－２

より、江戸期のこの型の水上のにぎわいは屋形船で

あったのに対し、明治期では以上のように西洋の水

辺の遊興が新たに海景観賞に加わることになる。 

⑤水面一体型 

 江戸期には｢海景観賞の型｣の中で｢人｣｢建築物｣

｢海景｣すべてが海岸線に最も近く位置する｢水面一

体型｣は、明治期になると原点から離れた沖合寄りや

原点に近い海岸線寄りが海景の主題となっている。

例えば、図－10 の｢29．芝浦景｣では、解説に｢簾を

捲けば房総の諸山、盃盤の上に落ちて、風を孕める

沖の白帆は、欄干を摩して征歸せむとす｣(７)と記述

され、36km 先にある房総の山々や沖合の帆船があた

かも眼前に存在するかのように近くに感じることで、

水面との一体感を享受している状況が読み取れる。

こうした状況は、海岸線に接岸して立地する｢建築

物｣の床面によって、陸の地表面が不可視となり、｢海

景｣が｢建築物｣の柱と梁と床面に縁取られることで

創出されている。この｢芝浦景(現在地：本芝一丁目)｣

では、江戸期にみられた石積み護岸(８)に比べて高い

護岸が築かれ、建築物(料亭)が立地している。この

ような土木技術の発達が海岸線に接岸する２階建て

建築物の立地を可能とし、高い視点場が創出された

ことで新たな観賞形態を出現させたといえよう。 

４．まとめ 

 

 本研究では、江戸･明治期の海景観賞の形態とその

変遷を明らかにしてきた。そこで以降では、｢海景観

賞の型｣を成り立たせる空間的特徴として海岸線を

基準とした際の型と視点場の空間的序列を整理する。 

図－11 は｢海景観賞の型｣の視点場が海岸線を基

準にどのように位置しているかを平面と高さの関係

より示したものである。これより、海岸線から 12ｍ

程度の視点場(図－11①)では｢水面一体型｣｢引き締

め型｣｢同時型｣｢活動誘発型｣の４型が享受しやすく、

その際の視点場の高さは、グランドレベルや建築物

の２階となる。その場合の視対象は海岸線付近や遠

方の山々など、近景から遠景まで多様な海景となる。

また、平面として 20～140ｍの視点場(図－11②)に

なると、｢同時型｣｢開放型｣が得られる。ここでは、

視点場が建築物２階や高台に位置しており、海景を

俯瞰で享受できる。さらに、海岸線より 150ｍ以上

離れた視点場(図－11③)では｢開放型｣｢視線誘導型｣

が得られる。この範囲では海岸線が物理的に遠くな

るが、建築物２階や自然の高台を視点場とし、建築

物の海側の開口部や高台に備わる植栽など、海へと

意識を誘導する要素が海景観賞を成り立たせている。 

以上より、江戸･明治期の｢海景観賞の型｣を成り立

たせる視点場位置として海岸線を基準に近(０～12

ｍ)、中(20～140ｍ)、遠(150～1000ｍ)という３つの

主要位置があることが把握できた。 

 

【補注】
(１)この文献は、明治期に刊行された｢新撰東京名所図会｣に近郊(東京市近郊、鎌倉、江の島、横浜、小金井)の

名所図会を合わせて復刊(1992 年)したもので、明治期の情景が仔細に描かれている史料となっている。 
(２)分析対象である絵図 30 景について、｢人｣｢建築物｣｢海景｣それぞれの位置を、海岸線に最も近い絵図

から最も遠い絵図まで相対的に序列をつけ、各軸の目盛上 (Ｘ: Ｘ１～Ｘ６､Ｙ:Ｙ１～Ｙ６､Ｚ:Ｚｏ～Ｚ６) に布
置した。 

(３)３軸への布置は執著らの既往文献(文献３)にある。 
(４)明治期における｢海景観賞の型｣を捉えるために、分析資料である｢明治東京名所図会｣(文献２)より22事例を

抽出しているが、これには｢江戸名所図会｣(文献６)の絵図も含まれているため(補注９)、これを除く 15 事例を
分析対象とした。 

(５)江戸名所図会に描かれていた夜景は月の出・日の出となっており、電燈による夜景は描かれていなかった。
(６)明治期の地図(文献７)をみると、｢洲崎辨財天社｣が立地する前面の海面が埋め立てられていることが確認で

きる。 
(７)意訳すると｢室内の簾をあげると、房総の山々が盃や皿に映り込み、また手すりの間越しにみえる風を受け

てふくらんだ沖合の白帆が迫ってくる感じがする。｣ 
(８)江戸名所図会の｢瀬戸明神社｣には｢29．芝浦景｣と比して低い石積み護岸が描かれている。 
(９)｢明治東京名所図会｣には｢江戸名所図会｣の絵図を用い、明治期における名所を説明しているものがある。
【引用・参考文献】 
１)初田享：『都市の明治－路上からの建築史－』,筑摩書房,1981.9 
２）朝倉治彦・槌田満文：『明治東京名所図会 上・下巻』,東京堂出版,1992.９ 
３）岡田智秀・横内憲久・島妃沙子：『わが国における｢海景観賞の型｣とその空間構成に関する研究』,土木計画

学研究･論文集 Vol.19 no.２,pp.321～330,2002.９ 
４)児玉幸多：『復元・江戸情報地図』、朝日新聞社、1999.5 
５)迅速測図原図復刻版編集委員会：『明治前期手書彩色関東実測図』,東京 日本地図センター,1991.3 
６)市古夏生・鈴木健一：『新訂江戸名所図会』,全８冊,筑摩書房,1996.10～1997.２ 
７)渡辺周一：『５千分の１ 江戸－東京市街地地図集成Ⅱ 1887－1959』,柏書房 

図－１１ ｢海景観賞の型｣における視点場の平面的位置と高さとの関係

※英字は表―１、
表－２の英字に対応する。
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図－８ 18.洲崎辨財天社(Ⅰ) 
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図－10 29.芝浦景(Ⅰ) 
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図－９ 22.逗子日陰の茶屋の圖 

人 

建築物  海景 

海景


